
　市社会福祉センターにおいて「令和７年春の叙勲受章祝賀会」が
開催されました。本市からは、保護司の兼城克夫さん(前列右から６
人目)が、公共的な職務に長年従事し顕著な功績が認められ、瑞宝
双光章を受章しました。受章した兼城さんは「これからも微力です
が、宜野湾市が目指す平和で明るいまちづくりにボランティアとして
皆さま共々活動してまいりたい」と抱負を述べました。

兼城 克夫さん 春の叙勲「瑞宝双光章」受章
長年のご尽力に敬意を込めて

　宜野湾中学校将棋部の3年新崎栄斗さん、新城修空さん、2年
藤村冬馬さんのチームが「文部科学大臣杯第21回小・中学校将
棋団体戦沖縄県大会」にて優勝を収め、西日本大会に出場するこ
とを報告しました。キャプテンの新崎さんは「西日本大会でも感謝
の気持ちを忘れずに１つでも多く勝ちたいです」と意気込みを話し
ました。

宜野湾中学校将棋部　団体戦優勝報告
感謝を胸に、勝利を掴む6
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　宜野湾ポニーズのチームの皆さんが市役所を訪れ「第41回中
学硬式野球夏季大会・第51回全日本選手権大会沖縄予選大会」
での優勝を報告しました。同チームは7月開催の「第51回全日本
選手権大会」と8月開催の「2025ホークスカップ中学硬式野球大
会」に出場します。矢川晴爽副キャプテンは「チーム一丸となって
全国大会優勝を目指します」と力強く決意を述べました。

宜野湾ポニーズ　全国大会出場
夏の頂点を目指して！

　市役所にて「民生委員・児童委員委嘱状伝達式」が執り行われ、
屋良 朝得さん、山城 百合子さん、安里 純子さんへ佐喜眞 淳市長
から厚生労働大臣および沖縄県知事による委嘱状が伝達されま
した。委嘱を受けた安里さんは「これまでに得た知識を地域のため
に役立てていきたい」と語りました。民生委員および児童委員は、
社会奉仕の精神を持ち、相談や援助を行う民間の奉仕者です。

民生委員・児童委員委嘱状伝達式
地域の身近な相談役6
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　大山小学校にて、「世界一大きな絵 EXPO2025 宜野湾市」のお披露目
式が行われました。このプロジェクトは、世界中の子どもたちが描いた絵を
つなぎ合わせ、一枚の大きな絵を完成させる国際的な取り組みです。今
回、大山幼稚園および大山小学校の約48名が、大山区の名産田芋の葉を
中心に、生き物や花々を、手形を使って自由に表現し、色鮮やかな作品が
完成しました。この作品は、関西・大阪万博会場にて8/18(月)～8/22(金)
にかけて、全国各地の作品とともに展示される予定です。

「世界一大きな絵 EXPO2025 宜野湾市」お披露目式
世界でつながる大きな絵！6
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宜野湾市育英会へ寄附金100,000円
宜野湾市管工事協同組合

企業版ふるさと納税へ寄附金2,000,000円
デロイトトーマツ リスクアドバイザリー合同会社

～寄附・寄贈など～　温かいご支援ありがとうございます

　宜野湾市商工会の関係者が市役所を訪れ、市および市議会に
対し「市産品奨励および市内企業の優先使用」を要請しました。こ
の要請は、市内企業を優先して活用することで、地域経済の活性
化や雇用の拡大を図り、地元産業の振興につなげることを目的と
しています。佐喜眞市長は「地元・宜野湾の産品を活用し、経済と
産業の発展に努めていきたい」と語りました。

市産品奨励及び市内企業優先使用にかかる要請
見つけよう 私の推しの 県産品7
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　市役所にて、第75回「社会を明るくする運動」メッセージ伝達式
が行われ、中部南保護区保護司会宜野湾市支部および宜野湾市
更生保護女性会の皆さまより、佐喜眞淳市長、呉屋等議長、
伊波保勝教育長へ伝達されました。佐喜眞市長は「総理大臣メッ
セージにありますように、犯罪や非行のない明るい地域社会が実
現するよう取り組んでまいります」と話しました。

「社会を明るくする運動」メッセージ伝達式
犯罪のない明るい社会を目指して7
4
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　第35回　宜野湾市「少年の主張大会」が、中央公民館で開催さ
れ、市内公立中学校の代表７名それぞれが抱く気持ちと独自の感
性で発表された主張の中から「透明な壁」を題材に発表した宜野
湾中学校３年のイブラヒミ ベヘシタさんが最優秀賞を受賞しまし
た。イブラヒミさんは、アフガニスタンから日本へ移住した7歳の
頃、言葉や文化の違いによる「見えない壁」に直面しましたが、「自
分から動かなければ変わらない」と決意し、「違い」を強みにして、
努力する大切さに気づいたと主張しました。また、６人の生徒の皆
さんには、優秀賞が贈られました。

第35回　宜野湾市「少年の主張大会」
違いを強みに、努力する事の大切さ

　宜野湾港マリーナにおいて「宜野湾はごろもハーリー大会
2025」が開催され、それぞれのチームが持ち味を発揮しながら競
技に臨みました。当日は、一時雨で競技が中断される場面もありま
したが、参加者たちは最後まで懸命にオールを漕ぎ、会場は多くの
参加者や来場客で盛り上がりました。

宜野湾はごろもハーリー大会2025
心ひとつに、オールを漕ぐ！7
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